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第16回
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どうなる？新年度予算


どうする？政策プラン





Program











9：00　講義３　森　裕之


10：30　休憩


10：45　講義再開


12：15　休憩・昼食 


13：15　シンポジウム「財政の動き・社会保障改革と地方自治の課題」


森裕之、石川満、池上洋通


15：15　修了証の伝達


15：20　次回学校開催計画の伝達　


閉会のことば　


15：30　解散





12：30  受付開始


13：00  開会のことば、ガイダンス


13：15　講義１　石川満


14：45　質疑応答


15：00　休憩


15：15　講義２　池上洋通


16：45　質疑応答


17：00　休憩


17：15　実践報告～東日本大震災の現場から


18：15　休憩・移動


18：30　食事・交流





2/9


sun.
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sat.





■1941年静岡県生まれ。講師は、自治体職員、研究機関職員、大学講師などの経験を持つ地方自治理論・政策の実践的研究者で、全国各地で数多くの講演や研究活動を行ってきました。


■著書　「大震災　復興へのみちすじ」共著（自治体研究社）、「阪神・淡路大震災と現代日本の防災政策」（「世界史としての関東大震災」所収、日本評論社）、「市町村合併・これだけの疑問」（自治体研究社）他
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　　　　　◆講義１　13：15～15：00（講義90分・質疑応答15分）


「社会保障『改革』プログラムと介護保険制度」


　　　　　講師：石川 満（日本福祉大学教授、社会福祉学）





　この講義では、地方自治体がいま直面している地域課題について、あらためて学びあいます。広がる「孤独死」や「子どもへの虐待」|―いまでは、都市だけではなく、農村にも広がっています。地域社会の結びつきが弱くなっていることが、ずっと指摘されてきたのに、むしろ事態は悪くなるばかりです。そして、権利条約が批准されても、障害者の課題はあいかわらず深刻です。このままでは、地域社会そのものが崩壊してしまう…。どうすれば良いかを、率直に語ります。





◆講義２　15：15～17：00（講義90分・質疑応答15分）


「自治体と議会が直面していること」


　　　　講師：池上 


洋通（自治体問題研究所・主任研究員）





■1951年生まれ。講師は東大和市役所を経て、1999年日本福祉大学赴任。専門分野は社会保障・社会福祉の行財政、 介護保険制度、地域保健福祉計画など。社会福祉法人えいぶる理事長。





■著書　「障害者自立支援法と自治体のしょうがい者施策」（2007自治体研究社）、「現代の社会福祉入門」（2006みらい）、「自治体は高齢者介護にどう責任を持つのか」（2002萌文社）ほか
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先の臨時国会で可決された「社会保障改革プログラム法案」は子育て、医療、介護、年金の分野の「改革」項目とそのスケジュールを定めたものです。２０１４年度からは７０〜７４歳の医療費の窓口負担が引き上げられ、２０１５年度からは介護保険の自己負担も一律１割を２割に引き上げられます。そもそも、「社会保障改革プログラム法」とは何か、また、何が、どう変わるか。さらに、高齢者や障がい者などへの影響と、自治体の政策課題を語っていただきます。


にあり方が問われるそもそも制度来年１月にも首相と関係閣僚による「社会保障制度改革推進本部」を発足させ、改革の実施状況を検証する。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○





１日目●2月８日（土）








